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巻頭言
「師　走」

副理事長　岩瀬　清

べてやり終えてのけるというのはなかなかに難しい

ことです。それ故に日々物事を整理し、順次こなし

ていく道筋をつけることが肝要です。見知らぬ山に

分け入るのに地図が必要なように、山積した課題も

解決していく手筈が整っていなければ増える一方で

埋もれてしまいます。一年の最後に辿った道筋を振

り返れば、おのずと次に拓いていく道も見えてくる

のではないでしょうか。

そして年が明ければ新たな年の最初の月がやって

来ます。1 月。異称は睦月。こちらも語源は諸説あ

りますが、その中の一つに「睦び月」が転じた物で

あるという説があります。新年を迎え家族や親戚が

顔を合わせ互いに親しみ合う、親睦を深める月であ

るという意味です。

この文章をお読みの皆さまとは元はただの他人同

士ですが、組合活動を通じて様々な御縁を頂きまし

た。この「結びつき」を確かめ合うのに、「睦び月」

の互礼会はいい機会かもしれません。どうぞ新しい

手帳に予定の記入をお願いします。

皆様今年も一年お疲れ様でした。どうぞ、来年も

よろしくお願いいたします。

一年ももはや 12 月を残すのみとなりました。12

月の異称に師走という語がありますが、私はこれを

師匠と呼ばれる目上の人達も走り回るほどに忙しい

月の意と理解していました。しかし師匠とはいった

い誰の事か、社長である私は常に走り回っているわ

けですが、などと疑問に思って調べてみました。

明治期に編纂された「大言海」という辞書に「し

はす」という語があり、その説明として「歳果（ト

シハツ）の略転かと云、或は万事 為果（シハツ）

の月の意か。12 月の一称。極月。臘月。」との記載

がありました。

略して転じた物か、や或いは、などといっている

あたり、正しい語源はよく分からないらしいです。

師が走るという説も諸説ある語源の中の一つのよう

です。

しかしその年の最後であり、やらなければならな

いことをすべてやり終えた月である、という内容

に、やらなければならないことが様々散らばる自分

の机を眺めながら少しばかりほろ苦い心地となりま

した。

実際問題として、やらなければならないことをす
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□愛印工組・岐阜印工組・三重印工組・石川印工組・富山印工組・愛知印協主催

グランプリ受賞の小澤賢之助氏
主催者を代表し挨拶をする

細井理事長
来賓を代表して挨拶する

伊藤課長

印刷産業の発展を担う大きな期待
表彰式は、岐阜印工組小森孝綱氏が司会を務め、冒頭、主催

者を代表して挨拶に立った愛印工組細井理事長は、出席者へ
礼を述べた後、次のように語った。
「今年のテーマは“with”。何々と共にというような意味で

あるが、あくまでも内容については皆様の判断に任せると

第8回「ポスターグランプリ」表彰式

最優秀賞（グランプリ）に
小澤賢之助氏（専門学校日本デザイナー芸術学院）

「ポスターグランプリ入賞・入選作品展」賑わう

「with」をテーマに作品募集が行なわれた第8回「ポス
ターグランプリ」（主催＝愛知県印刷工業組合、岐阜県印刷
工業組合、三重県印刷工業組合、石川県印刷工業組合、富山
県印刷工業組合、愛知県印刷協同組合）の入賞者表彰式が、
「ポスターグランプリ入賞・入選作品展」最終日の11月19
日、愛知県芸術文化センター 12階「アートスペースA」に
おいて開催された。作品の応募総数は333点、その内訳は、
一般86点、大学・専門学校187点、高校60点であった。表
彰式には、主催組合、来賓、審査員とともに入賞関係者ら多
数が参加。最優秀賞（グランプリ）を獲得した小澤賢之助氏
（専門学校日本デザイナー芸術学院）に、中部経済産業局流

通サービス産業課伊藤和正課長より中部経済産業局長賞、
並びに、愛知印工組細井俊男理事長より最優秀賞の賞状・
副賞が授与された。さらに、優秀賞、特別賞、協賛会社賞の
各賞がそれぞれの受賞者に授与された。
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一般の部で愛知県知事賞を受けた加古奈々氏 大学生・専門学校生の部で石川県知事賞を受けた山中信也氏

いうことで、コピーも合わせて競っていただいた。今年は非
常にレベル・質ともに高く、審査のときになかなか決まらな
かった。そのような中で、グランプリである中部経済産業局
長賞には小澤賢之助氏という学生さんが見事受賞された。非
常に大胆な絵柄と斬新な発想で、審査員の皆さんの心を引き
付けて放さなかったのが最後の決め手であったと思う。少し
アクリルのような色使い、単純明快、すごくインパクトがあ
り心に留まった作品であった。いずれにしても、どの作品も
甲乙付け難く、僅差で各賞に選ばれたと思う。素晴らしい作
品で皆様方のイマジネーションの高さを痛感した。今回受賞
された専門学校生、大学生の方々には推薦状も付けている。
就職の折りには是非活用していただきたい。

昨今、印刷業界も紙の需要が減少し、インターネット、動
画、いろいろなものが出てきて厳しい状況にある。しかし、
我々はインターネット、動画なども仕事の一環として作成し

ており、これらは早くから手掛けているのも印刷業界であ
る。いろいろなことが印刷を始め全ての基はデザイン、コン
テンツから始まっている。この部分に関しては、AIが発達し
てもなくなるものではない。皆様方のイマジネーション、発
想に勝るものはないと思う。印刷の良し悪しは印刷機械が優
秀になり技術の差はほとんどなくなっている。差が出るのは
デザイン力、企画力、コンテンツの作り方になってくる。是
非、皆様方、よく勉強し、企業の方もこれからも研鑽を積んで
いただき大きなデザイン力を満たすような力になっていただ
きたい」。

次いで、来賓紹介、審査員の紹介に移り、来賓の中部経済産
業局産業部流通・サービス産業課伊藤和正課長、愛知県産業
労働部産業振興課太田義孝課長に続き、審査員の紹介がされ
た後、グランプリ、優秀賞、特別賞、協賛会社賞の授与に移り、
表彰状と副賞が贈られた。
【最優秀賞及び優秀賞の各氏】　（敬称略）
■グランプリ（最優秀賞）中部経済産業局長賞
小澤賢之助（専門学校日本デザイナー芸術学院）
■優秀賞（一般の部）愛知県知事賞
加古奈 （々半田中央印刷㈱）
■優秀賞（一般の部）岐阜県知事賞
伊野祥子（ワイピービズインプルーブ㈱）
■優秀賞（大学生・専門学校生の部）三重県知事賞
今西涼哉（専門学校日本デザイナー芸術学院）
■優秀賞（大学生・専門学校生の部）石川県知事賞
山中信也（専門学校日本デザイナー芸術学院）

　キスをテーマに誰かを想う気持ちを表現しました。重な
り合う２つの唇でインパクトを持たせ、唇はわざと端をぼ
ろぼろさせ荒々しさを出しました。コピーには情景が浮か
ぶようにローマの休日の２人のセリフを使いました。

最優秀賞の小澤賢之助氏の作品と
作品コンセプト
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■優秀賞（高校生の部）中日新聞社賞
古嵜郁海（三重県立松阪工業高等学校）
■優秀賞（高校生の部）全日本印刷工業組合連合会会長賞
梅田寧 （々三重県立松阪工業高等学校）
審査報告と作品講評を楠行博富山印工理事長が行ない、「作

品の発想力、技術力、表現力、が向上している。特に高校生の
皆さん、多分作品作りは課題で作っていると思うが、手書き
の表現が良い。これが本当に新鮮で、作品を見ているとこれ

からの成長の予感がしてくる。これからもたくさん作品を
作って欲しい。来年は“知”である。知識の知、知力の知、知性
の知、知覚の知である。この“知”という日本語の意味合い。
よく感じ取って、深く掘り下げて、いろんな発想をして欲し
い。来年も楽しみにしている」とエールを贈った。

来賓祝辞では、来賓を代表し中部経済産業局伊藤課長がこ
れからの活躍に期待を込めて次のように挨拶。
「製造業に目を向けると、欧米企業の経営層はデザインを

今 西 涼 哉
　互いの拳を合わせ、二人同士の喜び
を共有する男子特有の仕草を、筆を用
いて。男らしい大胆なタッチで表現し
た。「喜びをわかちあおう」というこ
とで、男子二人の友情を一枚の絵にま
とめた。

加 古 奈 々
　生まれてから死ぬまで「自分」とと
もにずっと一緒にいるのは「自分の名
前」。両親に付けてもらった名前が好
きだということ、名前は自分の顔とし
て存在するということを、顔に見える
文字とコピーで表現しました。

山 中 信 也
　ここにある名前は今まで日本をより
良くしてきた日本人であり、まだ名前
がないところはこれからの日本人の空
白です。より日の丸が濃く鮮やかに
なっていくように日本もそうなってほ
しいと思います。

伊 野 祥 子
　人と人とが一緒にいることで生じる
緩くもありキツくもある感情の縺れ。
辛く傷つくぐらいならいっそ切ってし
まいたい。けど切りたくない。ｗｉｔ
ｈがもたらす呪縛や執念のような感情
を表現した。

梅 田 寧 々
　辞書を引くのは楽しいと思ってい
る。目的のことばを探したら、今度は
その隣のことば、またその隣のことば
へと、私の視線は流れていく。それは
さながら、地図を開いて次の目的地へ
思いを馳せる旅人のように。

古 嵜 郁 海
　with の「〜と一緒に」という意味
から１人だと弱くても、集まることで
強くなれることを、細い縄と太い縄を
使って表現しました。

優秀作品と作品コンセプト
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重視している。明確な企業理念に裏打ちされた自社独自の強
み、技術、イメージ、ブランド、あるいはアイデンティティを
一貫したデザインによって表現し、製品の価値を高めて市場
を拡大していると思う。本日受賞した皆様はこうした世の中
の変化に柔軟に対応し、これからの印刷、デザイン業界を背
負っていただきたい。経済産業省では、デザインによる我が
国の企業の競争力強化に向けた課題を整備し、その対応策を
踏まえたうえで、本年7月、産業競争力とデザインを考える研
究会を立ち上げた。今後この研究報告を踏まえ、我が国産業
政策に反映していきたいと考えている。皆様方の持っている
デザイン技術、あるいはそのノウハウを最大限に活かして、
地域の様々な産業と連携の中において新たなビジネスに繋げ

【愛知県知事表彰】
同一事業所において、15年以上の長期にわたり連続勤

務し、その間、品行方正にして優れた知識技能をもって
業務を遂行するとともに後輩の指導育成に当るなど、企
業の発展に著しく貢献する者として事業主より推薦さ
れ、かつ、表彰審査委員会において愛知県知事表彰に相
応しいと認められた者。

東北支部：阿部敦子、澤崎昌代（昭和印刷㈱）
西支部：稲葉修一、神谷紀芳（安田印刷工業㈱）
中支部：神宮司博基、河野裕二（共生印刷㈱）
熱田支部：後岡康太、福岡修一（鬼頭印刷㈱）、中川恵

美、長屋覚、藤本智、加藤泰敏（長苗印刷㈱）
東南支部：河合達郎、森田妙子（㈱一誠社）、平井いづ

み、（東崎印刷㈴）
知多支部：水野尚之（半田中央印刷㈱）、宮地晃（プリ・

テック㈱）　　　　　　　　　　　　　　＝敬称略＝
【全日本印刷工業組合連合会会長表彰／愛知県印刷工
業組合理事長表彰】

同一事業所において、10年以上勤務し、技術優秀、欠

勤率僅少にして、その勤務態度は他従業員の模範であ
り、表彰に該当する者として事業主より推薦され、かつ、
表彰審査委員会において全日本印刷工業組合連合会会
長・愛知県印刷工業組合理事長表彰に相応しいと認めら
れた者。

東北支部：久保田寛之（昭和印刷㈱）
中村支部：関上広志（菱源㈱）、柴田亮三（名鉄局印刷㈱）
中支部：井澤将史、松島秀人（共生印刷㈱）
熱田支部：平野義民、山田美樹（㈱昭栄社印刷所）、江口

あい子（㈱安達紙工）、瀬川清（㈱鈴活印刷）、木下貴弘、丹
家正博（長苗印刷㈱）

東南支部：大野剛（㈱一誠社）、保科信男、菊山英幸、青
山検治、石原郁代（新日本印刷㈱）、川本和宏（㈱マルワ）

知多支部：鈴木雅彦、髙橋恵（プリ・テック㈱）
西尾張支部：澁谷雄志、井上由貴、尾上拓也、祖父江麗

加（三井堂㈱）
西尾支部：加藤義康、鈴木彰太、村松拓武、宮司稔哉（㈱

エムアイシーグループ）　　　　　　　　　＝敬称略＝

ていただきたいと思う」。
閉会の辞を岐阜印工組小森孝綱氏が行ない終了した。

優良従業員表彰を受けた皆さん
愛知県・全日本印刷工業組合連合会・愛知県印刷工業組合
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理事会は、安藤一郎専務理事の司会進行で進められた。冒
頭挨拶に立った細井理事長は、「テレビが急につかなくなっ
て、直し方を聞いたら、テレビを再起動してくださいといわ
れた。今までの感覚と少し違い、テレビが非常に多機能に
なっている。AIスピーカーとかiPhoneに質問をすると答え
てくれるソフトがある。ロボットだけでなくいよいよ家庭用
の機器にも入ってくる。テレビ画面に『時刻表をプリントア
ウトしろ』といったらプリントアウトする。そういう時代に
なってきた。だからといって、印刷が完全に消滅することは
ないと思う。やはり画面上では認識、記憶に残りにくく、紙
がないと不安である。しかし、我々の世代と20代、30代の世
代とはかなり違いがあるので、紙の需要が落ちるかもしれな
い。非常に読みにくいところである。まだ、景気は非常に悪
い。良いといわれるパッケージ関連でも、愛知県は良いが大
阪では下火になってきていると聞く。いずれにしても、我々
が生きていくにはお客様の需要に応える何かを見つけるしか
ない。いろいろな情報を集め、これからも勉強していかなけ
ればならない」と述べた。

続いて、細井理事長を議長に議案審議に入った。

「各委員会活動及び実施事業」では、三役直轄事業のゴルフ
コンペを木村吉伸副理事長、ポスターグランプリを鳥原久資
副理事長が報告した。鳥原副理事長はその中で、「第8回ポス
ターグランプリの審査も無事終え、グランプリ1点をはじめ
入賞者が決まった。11月14日から19日まで愛知県美術館で
展示会を開催する。是非、見に来ていただけるよう周知をお
願いする。今年は例年以上に応募が多くて、作品の内容、レベ
ルが高いものになった。これからも、次世代の育成、社会貢献
ということで継続していきたい。来年以降も協力をお願いし
たい」と要請した。

ブランディング委員会を荒川壮一委員長が行ない、「組合
員加入のパンフレットが完成した。パンフレットを使い加入
活動をしていただきたい」。「来春開催の光文堂新春機材展に
組合のブースを出展し来場者に印刷産業をPRする」と報告。
補足説明として鳥原副理事長が、「パンフレットの中に『セミ
ナーのお試し参加』というのが挟まれている。これを利用し
て1社でも多くの縁を作っていただきたい」と述べた。

CSR・ダイバーシティ委員会を山田慎二委員長が行ない、
「MUDの2級合格者が3名、3級は68名の受講者に対し合格
者は61名」。「CSR認定制度のセミナーとダイバーシティの事
例発表を2月13日に岡崎支部で開催する」と報告。

経営革新委員会を野々村昌彦委員長が行ない、「2月に企業
見学会を行なう」と報告。

マーケティング委員会を久野彰彦委員長が行ない、「営業面

愛印工組10月期理事会が、10月25日メディアージュ愛知会
議室で開催された。理事会では、組合員の加入・脱退、三役直轄
事業の他、各委員会実施事業の活動報告と今後の事業実施予定
などが確認された。各支部の活動が報告された。出席者は27
名。

愛印工組・10月期理事会

組合員加入案内パンフレット完成
「セミナーへのお試し参加」配布

「光文堂新春機材展」で印刷産業PR

理事会の様子
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で厳しい生命保険業界で活躍している方を講師として招き、
大変好評をいただいた」と報告。

教育委員会を磯貝健委員長が行ない、「印刷の後加工セミ
ナーを2月6日に古田紙工の古田常務を講師に迎え開催する」
と報告。

環境・労務・新人教育委員会を堀裕史委員長が行ない、「平成
30年4月から従来の有期雇用者を使っている会社は本人から
の申し出があると無期雇用に変換しなければならない。アル
バイト、パートが一定の条件をクリアしていて、本人が正社
員にして下さい、との申し出があると会社側としてそれを拒
否することができない。このあたりの詳細を勉強する労務セ
ミナーを3月に計画している」と報告。

組織・共済委員会を服部晋吾委員長が行ない、「生命共済制
度ライフピアを重点に拡大したいのでご協力をお願いした
い」と共済制度への加入促進を促した。

青年部を名古屋而立会冨田章裕担当理事が、「名古屋而立会
創立60周年記念事業を無事終えることができた」とのお礼と
報告があった。

その後、各支部の活動報告が行なわれた（支部と報告者は
以下のごとく）。東北支部／前㟢正太郎支部長、西支部／宇佐

一般社団法人印刷図書館は、2017年3月に財団設立70周
年を迎え、記念事業の一つとして、この程、約2万点を超え
る貴重な資料・収蔵品を纏めた「印刷図書館コレクション」

（A4判・120ページ・上製本）を刊行した。明治・大正期発行
の資料・作品を中心に図版を主体に選択し掲載している。

印刷図書館は、昭和22年（1947年）の設立以来、「印刷文
化に貢献すること」を目的に、印刷に唯一の専門図書館と
して、図書・資料閲覧などの業務を進めるとともに、後世
に残すべき貴重な印刷文化資料の保存に努めている。しか
し、一般には印刷図書館そのものや、そこでどのような貴
重な資料が所蔵されているのかなど、十分認知されていな
いのが現状である。そこで印刷図書館を広く認識してもら
うため、今回、設立70周年を迎えたのを記念し同書が刊行
された。

印刷図書館コレクションには、2万点を超える所蔵資料
の中から貴重な資料などを図版と共に紹介した「収蔵品図
録」をはじめ、これまでの印刷図書館の歩みを紹介した「沿
革」と「年表」、そして、これからの「印刷」を知るうえで欠か
せないタイトル1500冊をピックアップした「主要図書リ
スト」などが収録されている。

印刷図書館コレクションの制作にあたっては、編集企画を
松本佐恵美氏（印刷図書館）、選書協力を宗村泉氏（印刷博物

館）、編集協力を鳥有書林、デザイン・撮影を橋詰隆祐氏（ろー
む）、印刷・製本を朝日印刷工業㈱がそれぞれ担当した。

印刷図書館では「印刷」及び図書館について広く理解、認
識を深めてもらおうと「印刷図書館コレクション」を全国の
文化・芸術および関連の専門情報機関・研究機関などに謹呈
するとともに、希望者には頒布も行なう

見参良支部長、中村支部／松本高武支部長、中支部／江口豊
隆支部長、熱田支部／鬼頭則夫支部長、東南支部／江端茂義
理事、知多支部／渡邉茂央支部長、岡崎支部／岡田吉生理事、
東三河支部／度会尚志支部長。

報告事項では、全印工連フォーラム（熱海大会）での全体会
議、分科会など報告が行なわれた（全印工連フォーラムにつ
いては別項参照）。

委員会委員増員の件については、マーケティング委員会で
の1名増員が承認された。増員者は竹倉幹雄氏（知多支部・半
田中央印刷㈱）。
【今後の主な予定事業】
●11月14日〜 19日ポスターグランプリ入賞・入選作品展

（愛知県美術館）、●11月17日愛印工・名古屋而立会共催セミ
ナー（ウインクあいち）、●11月19日ポスターグランプリ入
賞者表彰式（愛知芸術文化センター）、●平成30年１月12日
愛印工組新年互礼会（名古屋東急ホテル）、●１月13日技能検
定DTP作業学科試験対策学習会（メディアージュ愛知）、●１
月23日テクニカルセミナー（ウインクあいち）、●１月27日
技能検定DTP作業実技試験（㈱TOO）、●２月９日印刷業界
のための事業継承セミナー（メディアージュ愛知）。

「印刷図書館コレ
クション」
A4判120ページ、
上製本
頒布価格2,000円
（税・送料別）

印刷図書館・財団設立70周年記念誌

「印刷図書館コレクション」刊行
図版を中心に構成
　　　1,500点余の資料を収録

印刷図書館
　◆所在地：〒 104-0041 東京都中央区新富 1-16-8 日
本印刷会館 TEL03(3551)0506、◆開館時間：平日午前
10時から午後 6時（正午から 1時間は閉館）、◆入館料：
維持会員及び個人会員は無料。一般600円、学生200円、
◆休館日：土日、祝祭日、年末年始、夏期、その他臨時休館、
◆会員制度：維持会員会費／年額 20,000 円、個人会員
会費／年額 5,000 円。
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の改善、特に今年度は知的財産権の取り扱いに関する改善の
国の中小企業に対する基本方針を閣議決定していただき、印
刷産業としては我々の財産権を守る大きな一歩を踏み出せ
た。大きな一歩であるが、扉は開かれたばかりである。これ
を実際に我々の財産として手中に納めるには、改めてこの新
たな法律、新たな制度、それを皆様とともに理解し、しっかり
と各地域で運用していくことが非常に重要になってくる。

連帯に関しては、1社では集めきれない情報は組合からで
ないと得られない。組合の皆様から教わったことを次の一手
に置き換える。これこそが組合における連帯である。１社で
は到底かなわない、1社では解決できない問題も、今日集まっ
た皆様を始め全国5,000社の組合員が、この全印工連という
プラットフォームで一丸となって問題解決にあたる。そのた
めにも、皆様方の様々な意見、要望があればどしどし寄せて
いただきたい。皆様の一つひとつのアクション、一つひとつ
の言葉が、未来への全印工連の力に必ず変わっていくと確信
している」。

次いで、委員会報告に移った。
「産業戦略デザイン室」は、印刷業経営動向実態調査を11月

16日から来年1月末まで実施し、5月に公表予定とし、昨年度
の回答率は8.9％であったが、今年度は10％超を最低目標と
し回答を要請した。
「経営革新委員会」は、事業承継支援センターを今年3月に

開設し、半年間に約40件の問い合わせがあったとし、現在、
印刷業界向けのガイドブックを作成していると報告。
「環境労務委員会」は、VOC警報器の取り扱いに関するマ

ニュアルを作成中で、また、労働基準法の改正情報を提供す
るセミナーを実施中であるとした。
「組織共済委員会」は、生命、医療・がん、総合設備、災害補償

の４共済制度の加入促進を展開しており、現在、全国の利用
率30％で10％増を目標に活動を展開していると報告。
「教育研修委員会」は、今年度から内容を改めた印刷営業講

■全体会議
今回の全印工連フォーラムは、地区協議会の全国版とし

て、全印工連事業への理解を深め、組合の連携を強固なもの
にする意図のもと開催された。

全体会議は細井俊男副会長の開会の挨拶に続き、臼田会長
が次のように述べた。「全印工連の事業の3本柱として、連帯、
共済、対外窓口がある。対外窓口では全国各地の官公需取引

全日本印刷工業組合連合会（全印工連／臼田真人会長）は、
10月6日静岡県熱海市の熱海後楽園ホテルにおいて「2017
全印工連フォーラム」を開催した。フォーラムには全国の組
合員をはじめ各県青年会代表者、東印工組パートナーシップ
会員ら300人を超える参加者が参集した。全体会議では全印
工連の基本方針を示すとともに、各委員長が平成29年度事業
の進捗状況などを報告した。なお、愛印工組からは細井俊男
理事長ほか10名が参加した。

300名が参加した2017全印工連フォーラム

□2017全印工連フォーラム

情報交換と意見交換／団結と協調をアピール
熱海（後楽園ホテル）に全国から300人
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紙でご愛顧70年

豊山配送センター

名古屋市東区主税町4̶83　　　  〒461̶0018
TEL.052̶931̶2221㈹　FAX.052̶932̶1418

愛知県西春日井郡豊山町豊場
TEL.〈0568〉39 ̶0501

鬼頭正二郎

座と印刷営業士認定試験を実施および印刷営業講座を8年ぶ
りに改定しセールス＆プロデュースの講座内容を充実させる
とともにグループワークを導入。講師料を見直し、工組の費
用負担を軽減した。また、印刷営業技能審査認定試験は20年
ぶりの改定。知識試験は真偽問題、択一問題のほか、新たに記
述式問題を導入。技能試験では見積計算問題のほか、新たに
提案営業に関する記述問題を導入したと報告がされた。

各委員会の報告後、来年10月に開催される「2018全日本
印刷文化典高知大会」を主催する高知県印工組のメンバーが
登壇し、酒井陽典理事長が「大会テーマは『土佐で語ろう印刷
の未来』。来年は四国・高知で大いに語りましょう」と大勢の
参加を呼びかけた。高知大会は平成30年10月5、6日の２日
間、高知市の三翠園で開催する。

最後に作道孝行副会長の閉会挨拶で全体会議を終了した。

■理事長会
全体会議に先立って行なわれた理事長会では、特に、官公

需取引改善の一層の推進をテーマに取り上げ時間を割いた。
まず、「中小企業者に関する国などの契約の基本方針（以下、
基本方針）」の改定内容が説明された後、自由民主党中小印刷
産業振興議員連盟（中曽根弘文会長）の総会に向けた全印工
連としての考え方について、生井義三専務理事が次のように
説明した。「現在、官公需確保対策地方推進企業議会が全国
50 ヶ所で開催され、地方公共団体などの発注者に29年度の
基本方針が説明されているが、知的財産権保護を含め全体的
に、資料を読み上げるだけの型通りの伝え方となっている。
これでは内容の周知徹底は難しいと判断されることから、全
印工連では基本方針の徹底遵守を目指して活動していく。次
回の議員連盟総会では、さらに実攻勢を高めるための施策と
して、①最低制限価額制度の導入・実施及び予定価格の適正
な算出、②地元優先発注、③知的財産権の有償化の3点に関し
て、関係省庁の今後の取り組みについて見解を聞きたい。と
りわけ、用紙やインキなど資材の市況に連動した積算価格の
設定を訴えていきたい」と述べた。

臼井会長からも、「予定価格の正しい積算が出来なければ、
最低制限価格制度も成立しない。それらを自治体に提示して
いくことは有効だ」との発言があり、「全印工連と各県工組が
力を合わせて取り組んでいきたい」との考えを示した。

開催日時 事業・行事、場所、備考

平成30年
1月23日（火）

事 業 名 アドビテクニカルセミナー 2018冬の陣

講 師 アドビシステムズ株式会社より

場 所 ウインクあいち1201会議室

時 間 13時～16時

備 考 ※詳細は同封のご案内をご覧ください。

平成30年
2月6日（火）

事 業 名 印刷の後加工セミナー

講 師 古田紙工株式会社　常務取締役　古田  敦氏

場 所 メディアージュ愛知3階会議室

時 間 13時30分～、18時30分〜 20時

参 加 費 組合員：2,000円／人　一  般：3,000円／人

備 考 ※詳細は同封のご案内をご覧ください。

平成30年
3月13日（火）

事 業 名 知らなかったでは済まされない　労働法と労働基準法改正案

講 師 小倉　絵里（株式会社GIMS）

場 所 メディアージュ愛知3階会議室

時 間 13時30分～ 16時00分

参 加 費 ※詳細決定次第ご案内いたします。

定 　 員 ※詳細決定次第ご案内いたします。

申 込 期 日 ※詳細決定次第ご案内いたします。

備 考 ※詳細決定次第ご案内いたします。

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
H29年12月10日以降の事業

■お知らせ■

平成30年印刷と関連業界新年互礼会
毎年恒例の「新年互礼会」を下記の要項で開始します。

お忙しい折りとは思いますが、当地区の印刷関連業者が
一堂に集う「新年互礼会」に是非ともご参加ください。

記
■開催日時：平成30年1月12日（金）
　新春講演会15時30分〜　
　新年互礼会17時20分〜
■会場：名古屋東急ホテル（名古屋市中区栄4-6-8
　TEL052-251-2411）
■記念講演会
　講師：臼田真人氏（全日本印刷工業組合連合会会長）
　演題：「業界展望と印刷組合（事業者団体）の存在意
　義を考える」
■参加費用：1人16,000円（愛印工組組合員は1人
　13,000円）（講演会と祝賀会）
※新春講演会のみに参加の場合は1人5,000円（愛印
　工組組合員は1人3,000円）
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■記念講演会
記念講演は、㈱ジャパネットたかたの創業者であり、㈱A 

and Live代表取締役髙田明氏が「挑戦〜夢持ち続け、日々
精進〜」をテーマに講演した。髙田講師は、自身の経営者人
生を振り返りながら、テレビ通販を新しいステージに引き
上げ、創造と変革で圧倒的な満足感を与え続ける独自の経
営術の根幹、夢を追い続けることの大切さ、モチベーショ
ン、経営者としての覚悟、お客様とのコミュニケーション
の極意など、巧みな話術で聴衆を魅了した。

■記念式典
記念式典は三浦康太郎氏による開会宣言に引き続き、国

歌斉唱、来賓紹介が行なわれた後、伊藤会長が登壇し次の
ように挨拶した。「我々現役会員が多くのことを学び、互い
に成長し合えるのも、名古屋而立会の歴史を築き上げてき
た先輩諸氏の温かいご支援があったからである。お礼を申
し上げる。

いま、日本全体の労働人口が減少して行く中で、これか
らの経営の舵取りはますます厳しいものになるだろう。過
去の成功が通用しない時代に我々は生きている。今後勝ち
残っていくためには、よほどの知恵と覚悟が必要になる。
そのような中でも、我々而立会には夢を持って挑戦し続け
る会員がたくさんいる。それぞれが時代の変化に打ち勝つ
ため、強い覚悟を持って行動している。未来を切り拓くた

めに行動を起こすたくさんの会員がいる而立会を私は誇り
に思う。さらに、例会で得た知識、全国の仲間との交流で得
た刺激などを、自らの行動に移し、会社の発展にも繋げる、
そんな集団であり続けたいと思う。未来のことを考えると
ワクワクすることもあれば、大きな不安を感じることもあ
る。そんな時、この而立会には本音で語り合える素晴らし
い仲間がたくさんいる。而立会が未来永劫続くことを強く
願っている」。

来賓祝辞では、細井俊男愛知県印刷工業組合理事長が、
「テーマに掲げられている挑戦。日々進化する、常に新しい
ことに挑戦し続けることは、企業存続の大切な鍵となる。
未来の夢に向かって挑戦する名古屋而立会の面々を大変頼
もしく思う」と述べた。

次いで、杉山喜久尚全国印刷緑友会会長、惠勇人全国青
年印刷人協議会議長が祝辞を贈った。石川大樹氏の閉会宣
言で式典を終えた。

■懇親会
引き続き行なわれた懇親会では、長苗宏樹実行委員長が

「而立会には印刷のみならずいろいろな業種の方が参加し
ている。10年後の70周年にはまた新たな形での而立会をお
見せできるものと思う」と挨拶。そして、而立会OBの吉川正
敏氏が「私は21代の会長を務め、その時に全国印刷緑友会
名古屋大会を開催した。15年間いろいろなことを学ばせて
もらった。現役の皆さんも何か役を引き受け勉強に挑戦し
ていただきたい」とエールを送り、乾杯の発声で祝宴となっ
た。会場ではチアリーダーによるアトラクション、OB会員
の一言メニューなどが用意された。また、現役会員のおもて
なしと共に、情報交換や友情を育むなど、和気藹々の祝宴が
繰り広げられた。宴半ばで、堺貴弘次期会長が抱負を述べ、
若園俊介副実行委員長のお礼のことばで終宴とした。

名古屋而立会（伊藤亮仁会長、而立会）は、昭和32年に設立以来今年で60周年を迎えた。これを記
念し、10月14日名古屋駅前のキャッスルプラザ「孔雀の間」において、創立60周年記念事業を開催。
記念式典・記念講演・懇親会が行なわれ、現役会員・OB会員、全国の仲間、そして来賓ら350名が参集
し60周年を祝った。

開会の挨拶をする伊藤会長

細井愛印工理事長 記念講演の髙田講師

「挑戦」をテーマに記念事業／全国から350名が参集
60年を振り返り、さらなる飛躍を誓う

名古屋而立会創立60周年
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PPG営業統括部 中部営業部 〒460-0008 名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上名古屋しらかわビル11F TEL.052-229-4624㈹※2016年4月1日より社名が変わりました(旧社名コニカミノルタビジネスソリューションズ㈱)

120名を上回る盛況のマーケティングセミナー会場

愛印工組マーケティング委員会（久野彰彦委員長）が主催す
る第2回マーケティングセミナーが10月17日名古屋駅前の

「ウインクあいち」で開催された。セミナーはプレデンシャル
生命保険㈱エグゼクティブライフプランナーの林隆氏を講
師に招き、「何をしたらいいのか解らない『営業』集まれ！」と
題して行なわれた。セミナーの冒頭挨拶に立った久野マーケ
ティング委員会委員長は、「誰もが非常に厳しい営業活動の現
実に直面している。林講師は、非常に厳しいといわれる生命
保険の業界で結果を出し続けている方である。何かヒントを
持ち帰っていただきたい」と述べた。

講師を務めた林氏は目標設定が重要として、「しっかりとし
た目標設定が全ての行動・結果を生む。本気でやれば達成で
きるので、できるだけ高い目標を設定する」ことを進める。そ
の上で、「目標は夢である。夢を実現させるためには、長期の
目標（10年後）、中期の目標（5年後）、短期の目標（１年後）、さ
らに、毎月の目標（１ヶ月）、毎週の目標（1週間）、毎日の目標

（１日）を立てる。長期目標を実現させるためには中期目標で
は何を行なえばいいのか、という先の目標から書き出し、そ
の目標を日常目に触れるところに貼っておく。目に触れるよ
うにすることが大切である」とした。さらに、「売り上げアッ
プにおける売り上げは、活動量×精度×単価×効率であり、
売り上げを構成する活動量（訪問を増やす）、精度セールステ
クニックを磨く」、単価（マーケットを変える）、効率（時間効
率を上げる）の4つの要素を2割ずつ増やすことができれば売
り上げは2倍になる」と指摘する。

営業のプロセスでは、「相手をうやまい、相手を理解するこ
とから始まる。その上で、アポイント⇒アプローチ⇒実情調
査⇒提案⇒クローズ⇒契約⇒紹介を途切れなく行なう」とア

ドバイス。また、電話でのアポイントの取り方は、「アポイン
トを取ることが一番の目的になるので、笑顔でパターンを決
め、スプリクトを見ながら電話をする。何故かといえば、話題
がそれなく、安心できるからである。また、このことにより話
が脱線して何のための電話かわからなくなることを防いでも
くれる。訪問の日時は、10時か1時のように選択することで
自分の予定に嵌め込むとともに、〝今は忙しいから今度連絡を
する〟などの断りをなくす。

大事なこととして、「初めて訪問するとき相手に不愉快な気
を起こさせないためにも、身だしなみが大きなポイントを占
める。清潔感を大切にし、髪型、顔、笑顔、シャツ、ネクタイ、
爪、時計、ベルト、スーツ、バッグ、靴など、自分の好みより営
業マンとして相応しいものにする。第一印象は自分の工夫次
第である。会社案内は最初に渡すと相手の気が散る。自分で
持って説明し、話の途中で相手が聞く体制でなくなるのを防
ぐため最後に渡す。面談時、相手の困りごとを聞き出すとき
は、相手に興味を持ち、相手が心地よくなるようなあいづち
を打つ」など、細かく指摘する。

そして、クロージングでは、「小さなYESを重ね、大きなYES
を引き出す。答えがYES（そうです）になる質問を重ね、NOに
なる質問はしない」といい、「プレデンシャルでは、電話アポ、
営業トークが習慣となるまでロールプレイングを行なう」こ
とを進める。そして最後に「実行しなければ価値はない」とま
とめた。

□マーケティングセミナー

何をしたらいいのか解らない
「営業」集まれ！　
トップ営業マンの営業ノウハウ

林隆講師が秘訣を伝授
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編 集 だ よ り

■ブランディング委員会

愛知県主催「中小企業経営と学生との交

流会」に参加。優秀な人材確保に就職活動

の学生と直接コミュニケーション図る

愛知県主催の「中小企業経営者と学生と

の交流会」が中京大学で行なわれ、愛印工

組ブランディング委員会のマツモト印刷㈱

松本高武社長が参加した。

この交流会は、就職活動を開始する前の

2 〜 3年生を対象にしたもので、学生のた

めの企業研究イベントになる。中小企業経

営者が経営理念や求める人材像などについ

て語り、学生側からはいろいろな質問を経

営者に自由に行なう意見交換の場になる。

ブランディング委員会としては4回目の参

加となった。松本社長は、参加した総合政

策学部51名の学生に、自社の新しい取り

組みや印刷産業で働くやりがいを語るとと

もに、印刷産業のPRにも余念がなかった。

交流会に参加した学生からは、就職に関

して漫然と抱いている不安に対し、経営者

から本音を聴こうとする姿勢が強く感じら

れた。いずれにしても、印刷産業への優秀

な人材確保のためには、学生と直接コミュ

ニケーションができる場を多く増やし、ま

ずは印刷を知ってもらうことが大切であ

る。その上で学生の不安を解消するサポー

トが求められているといえる。

終了後には、大学内のラウンジに場所を

移し懇親会がもたれ、フランクな雰囲気で

の交流が続いた。

なお、11月15日には同イベントが中部

大学で行なわれ、㈱豊橋印刷社飯野益通社

長が参加した。

■教育委員会

「印刷オペレーターのためのカラーマ

ネージメントセミナー」開催

教育委員会（磯貝健委員長）は、10月27

日メディアージュ愛知において「印刷オペ

レーターのためのカラーマネージメントセ

ミナー」を開催した。講師には、ハイデル

ベルグ・ジャパン㈱カスタマーサポート本

㈱光文堂（讃岐秀昭社長）では、新春

恒例の光文堂新春機材展「Print Doors 

2018」の開催に向け準備を進めている。

新春機材展は 2018 年 1 月 24 日、25

日の両日名古屋市千種区吹上の名古屋市中

小企業振興会館（吹上ホール）において

開催される。今回で 54 回目を迎える中部

地区最大の印刷関連機材展として、最新の

機器・システムなど印刷周辺機器多数が出

展される。来場者も北は北海道、南は沖縄

まで、全国からの見学者があり、前回は

8,300 人が来場した。機材展に合わせ、「コ

ラボレーション展」が併催され、一段と会

場を盛り上げる。

今回のテーマは、「挑む　～より強く、

未来へ～」。

【開催概要】

名称：「Print Doors 2018」

会期：2018 年（平成 30 年）1 月 24 日

（水）～ 25 日（木）

■ブランディング委員会

「光文堂新春機材展」で学生をターゲット

に印刷産業をPR

ブランディング委員会では、来春開催さ

れる「光文堂新春機材展」に出展し、印刷産

業をPRする。新春機材展は、2018年1月

24日（水）、25日（木）の両日、名古屋市千

種区の中小企業振興会館（吹上ホール）にお

いて開催される。中部地区最大の印刷機材

展として定着しており、会期中8,500人の

入場者がある。この展示会において、来場

する学生をターゲットに印刷産業をPRす

る。

部西日本フィールドサービス部澁谷俊治ス

ペシャリストが務め、安定したカラーマ

ネージメントの実現のための理論と、印刷

機メンテナンスについて解説した。

カラーマネージメントの実現は自社の品

質安定のみならず、利益に直結する課題と

なるだけに、理論から実践への取り組み方

法など、一つ一つ丁寧な解説が行なわれ

た。特に使用している印刷機メーカーを問

わない内容で、また、印刷機現場だけの課

題にとらわれず、印刷会社としてのカラー

マネージメント実現を目指したセミナーと

なった。

会場：吹上ホール（名古屋市中小企業振

興会館）

出展機種：製版機器・印刷機・製本機器・

関連各種機器・諸資材・情報処理機器・紙

加工機器・運搬機器・その他関連機資材

【問い合わせ】

㈱光文堂　〒 460-0022 名古屋市中区

金山 2-15-18　TEL052-331-4111

http://www.kobundo.co.jp

■今年も残りわずか。寒さが一段と厳し

さを増す中、風邪を引くことの無いよう、

新しい年を迎えたいものです。■来年度の

ポスターグランプリのテーマは〝知〟です。

多くの方々の参加を期待しています。

日時：2018年1月24日・25日
場所：吹上ホール

■第54回光文堂新春機材展

「Print Doors 2018」
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美しさ・誠実・挑戦
お客様に企画、デザインを通し、
真の感動を提供出来る様、

常に進化し続ける企業を目指します。

グラフィックデザイン

ウェブデザイン

セールスプロモーションデザイン

エディトリアルデザイン

アドバタイジングデザイン

オンデマンドプリンティング

Graphic design

Web design

Sales promotion design

Editorial design

Advertising design

On-demand printing
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